
1 応募 岸田　一男 69 男 農業

平成２７年３月
平成２８年３月
令和４年３月
現在

久喜市役所定年退職
清久公民館再任用終了
久喜第５６区長退任
久喜市農業委員会委員１期目
南彩農業協同組合　総代兼監事
北青柳本田大豆営農集団員
埼玉県農業共済組合　損害評価委員

現在は、水稲、小麦及び北青柳本
田大豆営農集団で大豆の作付を実
施している。
水稲作付　約７０ａ
小麦作付　約８０ａ
大豆集団作付　約６００ａ
野菜等

無

現在、久喜市農業委員会委員１期
目。この３年間で、農業に関する要
件が急速に変化していると感じる。
ひとつには、農地を取得する際の農
地所有の要件の緩和があった。また
一方で、国は、農業振興地域の農用
地区域の確保を図っているが、「人・
農地プラン」から「地域計画」と変わ
り、農業を行う「担い手」不足に伴
い、農地の集約化、小規模農地から
大規模農地へという動きになってい
る。いずれにしても、いかに農業を進
めるか、遊休農地の解消をいかに進
めるか、水稲等の青々とした緑の確
保をどのように事業展開できるか。
昨年は米価が上昇したが、一方で、
夏場の高温障害、カメムシ等の大量
発生による被害で、反当りの収量は
著しく減ってしまった。小規模農家は
結局収入が増えていない。農業経営
と農業委員の仕事との違いを痛感し
ながら農業を行っている。地域に見
合った実態把握がますます重要にな
る事と思う。難しいと思うが、いかに
農業が容易にできるか許認可等の
手続きにも携わっていきたいと考え
ており、今後一番問題になるのは農
業人口の減少と更なる高齢化だと感
じている。

― ― ― ― ― ― ― ― ―

2 応募 池田　庄司 73 男 農業

平成１４年１月～平成２８年３月

平成２８年４月～現在
平成２９年６月～令和５年５月
平成３０年２月～令和４年６月
平成３０年４月～令和６年３月
令和３年６月～令和６年３月
令和４年７月～現在

埼玉県庁奉職の傍ら兼業農家として農業に従
事
退職後専業農家として農業に従事
埼玉みずほ農業協同組合　監事
久喜市農地利用最適化推進委員（栗橋５）
久喜市栗橋地区（島川）区長
久喜市社会福祉協議会　評議員
久喜市農業委員会委員１期目

水稲作付　７，１６９㎡
野菜作付　　　５００㎡
保全管理　５，４３６㎡

無

推進委員、農業委員の業務を遂行
する中で、旧栗橋地区の新井地区、
高柳地区への農地中間管理事業導
入の難しさを経験した。地権者、農
業経営者の意向を反映し地域として
の意見集約の難しさを痛感した。
今、農業を取り巻く環境は大きく変化
していることを肌で感じている。農地
中間管理事業を最大限活用し農地
の効率的な利用促進と農地集積集
約化を図ることが喫緊の課題であ
る。今までの経験を活かし行政と密
接に連携して、久喜市農業政策の推
進に尽力したいと思い応募した。農
家の長男として優良農地を将来に引
き継ぐことが必要であると常々考え
ている。微力ながら一生懸命頑張
る。

― ― ― ― ― ― ― ― ―

3 推薦 奈良　晴夫 70 男 農業

元農協勤務
埼玉みずほ農協監事

稲作４８ａ、野菜１０a

無

候補者は、兼業農家としてＪＡに勤
務しながら米作を中心に農業に従事
してきた。また現在、農業委員や農
協監事として積極的に諸活動へ取り
組んでいる。よって、農業委員として
適任であると判断し推薦する。

奈良幸男
遠藤正治
島野利夫

77
83
69

男
男
男

農業
農業
農業

― ― ― ― ―

構成員数性別 職業 名称
代表者又は
管理者の氏名

活動の目的

被推薦者／応募者 推薦者（個人） 推薦者（法人・団体）

№
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構成員数性別 職業 名称
代表者又は
管理者の氏名

活動の目的

被推薦者／応募者 推薦者（個人） 推薦者（法人・団体）

№
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4 応募 杉田　孝行 74 男 農業

平成２８年７月～現在

平成２２年～現在
現在

久喜市農業委員会委員に任命
現在に至る
埼玉県ふるさとの味伝承士
所久喜・六万部地区農地中間管理推進事業代
表

1．水稲１ｈａ
２．施設園芸１，０００㎡（小松菜・ほ
うれん草・チンゲン菜等）
３．露地野菜７０ａ（たまねぎ・人参・
じゃがいも・キャベツ・大根・白菜・
小松菜・かぼちゃ等）
４．漬物加工所（自家生産野菜）
５．令和６年１２月Ｓ－ＧＡＰ再取得
※主として野菜は（埼玉県認証特別
栽培農産物）で久喜市内学校給食
センター、市立保育園・久喜特別支
援学校とＪＡ南彩久喜農産物直売
所やスーパーのインショップへ出荷

有

現在、所久喜・六万部地区の中間管
理事業を県春日部農林振興セン
ター。市農業振興課、地元区長、農
事役員等の組織と連携し、農地の集
約・集積を目的に事業展開してい
る。この事業は５年、１０年後の農地
保全と耕作放棄地の解消や担い手
の確保が目的である。今後も他の地
区へも関係機関と連携し推進してい
く。また、都市近郊の利点を生かした
農業振興と若い後継者や担い手の
確保、学校給食は基より、消費者に
安心・安全な農産物を供給し、農業
所得の向上と食育・環境保全にも努
めたく応募した。

― ― ― ― ― ― ― ― ―

5 応募 籠宮　信寿 67 男 会社員

昭和５７年４月
平成２２年３月
平成３０年３月
平成３０年４月

平成３０年４月
令和４年３月
令和４年４月
令和４年４月
令和６年４月
令和６年８月

栗橋町役場に入庁
１市３町合併により久喜市役所環境経済課
久喜市役所　定年退職
久喜市役所　再任用職員として栗橋公民館勤
務
保護司拝命。久喜幸手地区保護司会在籍
久喜市役所　再任用職員任期満了
北広島自治会長
久喜市農業委員会委員
久喜市環境監査委員会委員
久喜市国民健康保険運営協議会委員

農業後継者として亡父と水稲栽培
を学生時代から経験し、平成１４年
に農地を相続（約１８０ａ）してから
は、主となり機械化を推進しながら
兼業農家を営む。

無

昨今の農業を取り巻く課題として高
齢化・後継者不足による離農が増え
耕作放棄地が増えている状況があ
る。私の住む栗橋地区においても同
様で、農業者と話をしても今後を心
配する意見が多かったので、国・県・
市の取り組みや情報などを各農業
者にサポートできる役割が必要であ
ると考え応募した。

― ― ― ― ― ― ― ― ―

6 応募 坂巻　泰子 72 女 農業

昭和４６年４月～昭和４８年２月
昭和４８年３月～昭和４９年７月
昭和６０年４月～平成２６年３月
令和４年７月～現在

三越
埼玉ソニー大宮営業所
体育指導員（スポーツ推進委員）
久喜市農業委員会委員

田４.３a、梨畑２.８a

無

義父母が他界してから主人と農業を
続けてきた。数年前から主人が車い
すの生活となったが農業を続けられ
た。今は農業がとても楽しいと感じて
いる。スポーツ推進委員などを経験
して社会とつながりを持つことが大
切だと思った。自分も社会とかかわ
り成長をしていきたいと思っている。
そして、農業の楽しさ、すばらしさを
話していきたい。草刈りだけをしてい
る農地が少しでも少なくなればと思
う。

― ― ― ― ― ― ― ― ―

7 応募 柴崎　行雄 69 男 農業

２０１６年３月
２０１６年４月
２０１７年４月～現在
令和４年７月～現在

高等教諭退職
父と農業（水稲・梨）を始める。
梨の作付けをやめて水稲のみ作付け
久喜市農業委員会委員１期目

水稲　彩のきずな３反
　　　　彩のかがやき２町２反
自己販売　３０㎏　１８０個
残りをJAに販売

有

農業委員１期目の３年間、前谷・赤
田・下前谷地区の農地利用（集約）
を考えていたが開発の話が出て途
絶えてしまった。しかし、昨年から地
域計画の話し合いが行われ、今後ど
のように進んでいくのか楽しみとなっ
た。今までの農業委員としての経験
を何かしらの形で活かしていきたい
と思う。

― ― ― ― ― ― ― ― ―



構成員数性別 職業 名称
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8 応募 岡田　武 71 男 農業

昭和５１年４月
平成　８年３月

学校卒業後、埼玉県中央青果(株)　入社
埼玉県中央青果(株)　退社
家業の農業を継ぎ現在に至る

水稲２２０ａ
キウイフルーツ１８ａ

有

現在農業委員として２期目の活動
中。引き続き、農地パトロールや遊
休農地の発生防止・解消に向けた現
場活動、担い手への農地集積・集約
化の推進活動、新規就農の支援活
動をしていきたい。

― ― ― ― ― ― ― ― ―

9 推薦 原　義雄 56 男 農業

昭和６３年
平成２３年
平成２５年
令和３年

両親とともに苺と水稲作りに従事
大型特殊免許を取得（農業機械用）
地域の担い手として登録
認定農業者に認定

水稲　９２，０００㎡
畑　９，０００㎡
梅　３，０００㎡
苺　４，０００㎡
苺の苗　２，０００㎡

施設
連棟ビニルハウス　４，０００㎡
単棟ビニルハウス　２，０００㎡

有

夫婦で水稲、苺栽培に意欲的に取り
組んでおり、水稲の作付面積も増や
しており、地域の信頼も厚く、担い手
として活躍しており、農業委員として
最適なので推薦する。

長谷川勲
島田英重
長谷川秀之

73
72
69

男
男
男

農業
農業
農業

― ― ― ― ―

10 推薦 宮城与四郎 71 男 農業

昭和５０年４月
平成１５年～１７年
平成２３年～令和５年６月
平成２５年３月

平成２６年６月

令和２年６月

令和３年３月～現在
令和４年６月～現在

埼玉県共済農業協同組合連合会入会
鷲宮町農業委員
埼玉みずほ農業協同組合理事
全国共済農業協同組合連合会埼玉県本部副
本部長　定年退職
埼玉みずほ農業協同組合代表理事組合長就
任
埼玉みずほ農業協同組合代表理事組合長退
任
青毛堀用悪水路土地改良区理事
久喜市農業委員会委員１期目

保有する農地：水田１万５，６７１
㎡、畑９，３１６㎡　合計２万４，９８７
㎡
保有する農地のうち、１万２，３０２
㎡で蕎麦を作付け、ＪＡ埼玉みずほ
へ出荷
畑５８７㎡で野菜数種類を栽培し、
直売および自家用としている。
水田８，２７５㎡は貸付け、梨園３，
８９４㎡は農業委員会を介して農地
利用集積に基づき利用権設定をし
ている。

有

宮城与四郎氏は、代々続く専業農家
に生まれ、農業高校、東京農大と一
貫して農業の勉強をされ、その後は
埼玉県の農協系統の仕事に従事す
る傍ら、兼業農家として認定農業者
として、更には旧鷲宮町農業委員と
して地域農業を守る活動を続けてこ
られた。ＪＡグループでは、全共連埼
玉県本部の副本部長を歴任され、埼
玉県の農業事情にも見識がある。定
年後は、地元のＪＡの代表理事組合
長として、幸手市、久喜市（旧栗橋
町・鷲宮町）、春日部市（旧庄和町）
の農業発展のために尽力された。６
年間地元ＪＡの組合長として、農業
に関する様々な経験を有している。
この度、久喜市の農業委員の募集
にあたり、久喜市農業委員を１期経
験され、前記したように一貫して埼玉
県農業、地域農業やＪＡグループの
仕事に従事された経験を、是非とも
久喜市農業のために活かしていただ
きたく、農業委員として推薦するもの
である。

酒巻俊彦
宮城正雄
矢野　学

72
75
51

男
男
男

農業
農業
農業

― ― ― ― ―



構成員数性別 職業 名称
代表者又は
管理者の氏名

活動の目的

被推薦者／応募者 推薦者（個人） 推薦者（法人・団体）

№
推薦
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　等の有無

推薦・応募の理由 氏名 年齢

11 推薦 長谷川　智英 67 男 農業

昭和５１年４月
昭和５８年１１月
昭和５８年１１月
令和３年１２月
令和４年７月

日産プリンス埼玉（株）入社
日産プリンス埼玉（株）退社
鷲宮町農協（現埼玉みずほ農協）入組
埼玉みずほ農協退職
久喜市農地利用最適化推進委員１期目

水稲耕作（借入地含）約８ha

有

当地域において先進的農業経営を
実行しているため推薦する。

出井栄一
小林文男
渡邊哲雄

74
77
78

男
男
男

農業
農業
農業

― ― ― ― ―

12 応募 早野　公夫 79 男 農業

学校卒業後、農業従事
２１歳　丸二運輸就職　３０歳退社
３０歳　埼玉急便設立　４０歳退社
４０歳　産業廃棄物処理会社入社
５０歳　退社
農業に従事、現在に至る
久喜市農業委員歴任　現在に至る

昨年まで白岡市、加須市にて田畑
を耕作していた。現在は、自宅近く
を耕作している。

有

高齢化等により、市内でも年々多く
なってきた耕作放棄地の解消に尽力
していきたい。

― ― ― ― ― ― ― ― ―

13 応募 野口　和幸 77 男 農業

現在

上尾市役所入庁　街づくり等に従事
江面本田５１区区長
江面第一小学校　学校運営委員
南彩農協・見沼代用水　総代
久喜市農業委員会委員１期目

米作　１１０a　一部特別栽培米生産
露地野菜５０a、果樹１０a
一般野菜の他、自然薯、アピオス、
ビショップスクラウンの栽培
ＪＡ南彩その他に出荷

有

農地は、農業生産の基盤として地域
における貴重な資源であることを踏
まえ、農地法及び関係法令に基づき
農地利用の最適化の推進や地域農
業の課題（遊休農地・耕作放棄地
等）の防止・解消に向け、これまで携
わった経験を基に持続可能な農家
の向上に力添えできたらと考え応募
した。

― ― ― ― ― ― ― ― ―

14 応募 大澤　一樹 48 男 農業

２０１０年
２０１２年
２０１９年

２０２０年
２０２２年
２０２３年
２０２４年
２０２５年

就農
認定農業者に認定
農地利用最適化推進委員就任
ＪＡ南彩青年部部長就任
Ｓ－ＧＡＰ取得
埼玉県農業経営塾修了
久喜市農業委員会委員就任
ＪＡ南彩青年部理事就任
埼玉県指導農業士就任
法人化する。

１haのニホン梨を栽培
販売方式は、自宅直売所、ネット
ショップで全量直売を行っている。２
０２５年から法人となる。

有

農業の担い手が減少する中、新規
に就農する農家に農地の斡旋、農
業技術、経営ノウハウ、販路や地域
の農業関係の団体への加入推進な
ど生産者の相談相手となって久喜市
の農業が持続するための一助を担
いたい。

― ― ― ― ― ― ― ― ―



構成員数性別 職業 名称
代表者又は
管理者の氏名

活動の目的

被推薦者／応募者 推薦者（個人） 推薦者（法人・団体）

№
推薦
応募
の別

氏名 年齢 性別 職業 経歴
構成員の資格、

要件等
農業経営の状況

　認定農業者
　等の有無

推薦・応募の理由 氏名 年齢

15 応募 髙橋　眞一 58 男 農業

昭和６２年６月
平成元年６月
令和４年７月

卒業後、派遣農業研修生とし渡米
帰国し就農
久喜市農業委員会委員１期目

自作地　８．６ha
借地　１．３ha
トラクター３台
コンバイン１台
田植機１台
軽トラック２台
ダンプ１台
牽引トレーラー１台
米麦乾燥機２台
フォークリフト１台
もみすり機１台
マニュアスプレッダー１台
あぜぬり機１台

有

引き続き農業委員の職をつとめたく
応募した。

― ― ― ― ― ― ― ― ―

16 応募 石井　幸宏 56 男 農業

令和４年７月～現在 久喜市農地利用最適化推進委員１期目 水稲５００a

無

久喜市でも担い手の不足、高齢化に
よる耕作放棄地や遊休農地が増え
て危機的状況である。これを解消す
るため農地集積の推進と後継者等と
連携し、農業所得の上昇、農地保全
に努め耕作放棄地の解消に努めた
く応募した。 ― ― ― ― ― ― ― ― ―


